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（単位：百万円、％）

2007年3月期業績ハイライト（対前期比）

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

2006年3月期 2007年3月期
増減額

金額 構成比
増減比

63,084 100.0

11,783 18.7

4,611 7.3

4,823 7.6

2,010 3.2

3,202

459

▲866

▲1,036

403

5.1

3.9

▲18.8

▲21.5

20.0

販売管理費 7,172 11.4 1,324 18.5

設備投資額

減価償却費

9,266

1,634

6,660

467

71.9

28.6

EPS 161.87

金額 構成比

66,287 100.0

12,242 18.5

3,745 5.6

3,787 5.7

2,413 3.6

8,496 12.8

15,926

2,101

176.98 15.11 9.3



ﾎﾃﾙ事業　 ▲1,426

寮事業　 ＋536

ﾌｰｽﾞ事業　 ▲99

総合ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業　 ＋48

2006年3月期

4,611
営業利益　

2007年3月期

3,745
増減額　

▲866　

営業利益の増減要因分析

その他事業　 ＋94

総合ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業　 ＋15

消去または全社　 ▲31

※各セグメント営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。

（単位：百万円）



（単位：百万円）

寮事業の概況

売上高

営業利益

2006年3月期 2007年3月期

金額 増減額

31,767 1,204

4,804 25

金額 増減額

33,447 1,680

5,340 536

大学・短大・専門学校との提携契約数伸長の動きが継続。当社学生寮の利用実績は、学校数で1,564校
（前期比2.1％減）、契約者数で15,458名（同1.7％増）と堅調に推移。社員寮事業は、企業収益の回復を受け
た若年層雇用者数増加や研修施設としてのニーズが拡大し、利用実績企業数で1,232社（同3.4％増）となり、
売上高伸長率では6.1％増となった。ドミール（ワンルームマンションタイプ寮）も、学生寮入居者の卒業後の
住み替え需要や、寮利用者からの紹介などの相乗効果で、入居者数3,516名（同6.9%増）、売上高は２桁の

伸び率が継続。

2008年3月期（予）

金額 増減額

35,520 2,073

5,403 63

2007年3月期

期初稼働率が96.3％と好調なスタート。今期も旺盛な需要の首都圏中心に開発を強化。加えて、金沢の開業

を控えるなど、地方中核都市への展開も強化し、商圏の拡大を推進中。又、首都圏以外では、名古屋・京都・
神戸など重点地域を設定し、地元に密着した営業・開発体制により、供給スピードを加速する。

2008年3月期（予）

※各セグメント売上高・営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。
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参考資料①
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有力大学を中心に提携学校増加が加速

（主な新規提携・提携強化校）
・国際基督教大学
・武蔵大学
・東洋学園大学
・仙台ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専門学校
・大阪ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専門学校

（主な新規提携・提携強化校）
・早稲田大学
・青山学院大学
・東邦大学
・成城大学

（主な新規提携・提携強化校）
・上智大学
・国学院大学
・日本歯科大学

2003年3月期
（24名）

2004年3月期
（215名）

2005年3月期
（115名）

2006年3月期
（44名）

（主な新規提携・提携強化校）
・帝京大学
・北里大学
・法政大学
・大妻女子大学様
・龍谷大学様
・同志社大学様

（主な新規提携・提携強化校）
・東京女子大学様
・東京電機大学（神田）様
・十文字学園女子大学様
・デジタルハリウッド大学様　　
　

2007年3月期
（366名）

参考資料②

（　）の数は大学提携に伴う純増数

提携大学入居者数ベスト５
＊2007年4月現在

・早稲田大学　　　641名
・法政大学　　　　243名
・帝京大学　　　　223名
・青山学院大学　168名
・國學院大學　　166名



（単位：百万円）

ホテル事業の概況

売上高

営業利益

2006年3月期 2007年3月期

金額 増減額

10,410 2,551

300 292

金額 増減額

13,428 3,018

▲1,127 ▲1,426

ビジネスホテルは、前期５棟を開業し、既存事業所と合わせた全22事業所が高い稼働率（年間平均稼働率83.7％）

で推移。
リゾートホテルは、大型ホテル４棟（菊屋・水の音・きらの里・雪月花）と銀花の計５棟をオープン。
損益面で、大型ホテルの開業準備費用と、開業時期集中に伴う販促効果の遅行などの影響から、人件費などの
経費が先行し、収益を押さえ込む結果となった。

2008年3月期（予）

金額 増減額

20,778 7,350

452 1,579

2007年3月期

前期開業ホテルの稼働率も月を追うごとに上昇傾向に入り、前期開業のホテルが通期で寄与し売上拡大が見込
まれる。今期オープンは、９棟（ビジネス５・都市型ラビスタ１・リゾート３）を予定。１事業所毎に細やかな営業・販
売及びコスト管理を行い、開業準備費を吸収して、収益を確保する体制を構築しつつ、戦略的に開発を推進して
いく。

2008年3月期（予）

※各セグメント売上高・営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。



ﾎﾃﾙ事業の売上高・営業利益の分析
（単位：百万円、％）

売上高

事業利益＊

2006年3月期 2007年3月期

金額

4,240

525

金額 増減額

6,037 1,797

595 70

2008年3月期（予）

金額 増減額

8,610 2,573

819 224

ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙ

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙ

売上高

事業利益＊

2006年3月期 2007年3月期

金額

5,032

91

金額 増減額

6,981 1,949

▲408 ▲499

2008年3月期（予）

金額 増減額

12,168 5,187

1,007 1,415

※各セグメントの事業利益は、事業部間接コスト及び本社費控除前の利益です。

事業部間接コスト ▲246 ▲1,091 ▲845 ▲1,292 201

本社費 ▲70 ▲224 ▲154 ▲82 142

営業利益 300 ▲1,127 ▲1,426 452 1,579



ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙ事業の収益構造改善
（単位：百万円、％）

2008年3月期（予）

635 942前期ｵｰﾌﾟﾝ5棟（菊屋・水の音・

きらの里・雪月花・銀花）

沖縄

＊一時的な開業費用を除く

363 102

22 22
今期ｵｰﾌﾟﾝ4棟（大雪山・深山

桜庵・海舟）

251 336
その他既存9棟　　（那須・伊豆山・

伊東・米屋・上宝・秀峰閣軽井沢・安
比・函館）

間接費用 ▲178 ▲13

一時的な開業費用等 ▲86 26

計 1,007 1,415

2007年3月期

▲307 ▲307

261 85

－ －

▲85 ▲298

▲165 39

▲112 ▲18

▲408 ▲499

2006年3月期

－

176

－

213

▲204

▲94

91

金額 増減額金額 増減額金額



収益構造改善事例（雪月花）
（単位：百万円、％）

開業月 売上高 事業利益

2007年3月期

菊屋 7月 339 ▲152

売上高 事業利益

2008年3月期（予）

581 45

きらの里 8月 405 ▲127 881 128

水の音 10月 676 ▲137 1,188 148

銀花 10月 84 20 155 18

雪月花 11月 671 ▲22 2,140 297

計 2,175 ▲419 4,945 635

92
116

30
28

3
4

6
12

0

50

100

150

200

07/3期月次平均 08/3期（予）月次平均

人件費

消耗品費
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（単位：百万円）

雪月花（月次）収益構造比較

134

＊一時的な開業費用を含む

営業利益▲4.4

178

営業利益24.8



（単位：百万円）

総合ビルマネジメント事業の概況

提案型営業による新規顧客の開拓、既存取引先の需要の掘り起こしやビル管理周辺業務の拡充を図るべく、
リフォーム事業やプロパティマネジメント事業の拡充等事業基盤の強化に積極的に取り組む。
不採算案件を解約、原価管理を含む生産性改善に努めた結果、増益を確保した。

2007年3月期

更に信頼していただける技術力・商品力の向上に努め、より質の高いビルサービスが提供できる体制づくり
を積極的に推進。また、全国展開を進めている当社グループのホテルを、建物施設管理の側面からサポート
していき、全国に拠点網を構築する計画。

2008年3月期（予）

※各セグメント売上高・営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。

売上高

営業利益

2006年3月期 2007年3月期

金額 増減額

13,277 2,227

578 126

金額 増減額

11,680 ▲1,597

625 47

2008年3月期（予）

金額 増減額

11,436 ▲244

507 ▲118



（単位：百万円）

フーズ事業の概況

不採算店舗・事業所の整理撤退を進める一方、新規ホテルレストランへの出店等、収益構造の見直しに
努めたが、競争激化にともなう収益性悪化により赤字拡大。

2007年3月期

当社グループのホテル展開に対応し、グループ施設のレストラン運営効率を高めるとともに、運営ノウハウの
確立されたゴルフ場レストランの営業体制を強化し、外部取引先を開拓する計画。

2008年3月期（予）

※各セグメント売上高・営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。

売上高

営業利益

2006年3月期 2007年3月期

金額 増減額

3,828 ▲19

▲75 ▲9

金額 増減額

4,330 502

▲174 ▲99

2008年3月期（予）

金額 増減額

4,881 551

▲113 61



（単位：百万円）

デベロップメント事業の概況

当社の事業所開発に伴う“仕入れ”に該当する事業。首都圏中心に寮・ワンルームマンションタイプ寮『ドミール』
及び、今期新規立ち上げ棟数が過去最高となったホテルの開発を行ったため、事業規模が拡大。

2007年3月期

寮は毎期、1500～2000室の開発目標。

ホテルは、来期以降もビジネス、リゾート双方で９棟の全国展開を継続していく予定。

2008年3月期（予）

※各セグメント売上高・営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。

売上高

営業利益

2006年3月期 2007年3月期

金額 増減額

9,571 996

364 15

金額 増減額

15,251 5,680

379 15

2008年3月期（予）

金額 増減額

15,000 ▲251

382 3



（単位：百万円）

その他事業の概況

ウェルネスライフ事業（高齢者向け住宅の管理運営事業）、ライフサービス事業（通販・レンタル販売等）、不動産
賃貸借の仲介斡旋・管理事業、単身生活者支援及び保険代理事業、総合人材サービス事業、融資事業、総合
広告代理店事業、その他の付帯事業。
　（株）日本プレースメントセンター（＝ＪＰＣ）の人材派遣業の伸長が、業績に貢献。

2007年3月期

ＪＰＣで展開している総合人材サービス事業を筆頭に、各事業とも更なる拡大を目指し、収益基盤を確固たる
ものにしてまいります。

2008年3月期（予）

※各セグメント売上高・営業利益には、連結子会社間の取引を含んでおります。

売上高

営業利益

2006年3月期 2007年3月期

金額 増減額

3,333 324

160 49

金額 増減額

4,018 685

254 94

2008年3月期（予）

金額 増減額

4632 614

245 ▲9
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（単位：百万円）

貸借対照表（資産の部）

繰延資産

98,047

21

110,507
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（単位：百万円）

前受金

長期預り保証金

98,047

110,507
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（単位：百万円、％）

2008年3月期業績予想ハイライト

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益

2007年3月期 2008年3月期（予）
増減額

金額 構成比
増減比

7.913

2.178

1.155

673

377

11.9

17.8

30.8

17.8

15.6

販売管理費 1.024 12.1

設備投資額

減価償却費

▲6,216

338

▲39.0

16.1

EPS

金額 構成比

74,200 100.0

14,420 19.4

4,900 6.6

4,460 6.0

2,790 3.8

9.520 12.8

9,710

2,439

204.62 27.64 15.6

66,287 100.0

12,242 18.5

3,745 5.7

3,787 5.7

2,413 3.6

8,496 12.8

15,926

2,101

176.98


